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２．日本側研究チームの研究目標及び計画概要 

本年度は、高速 RGB-IR プロジェクタと高速センシングが統合されたシステムの完成を目

標とする。本目標に向けて、まず日本チームは、プロジェクタに組み込む制御回路と制御ソ

フトウェアを開発する。開発完了後は、ドイツチームの開発した機構系・光学系と統合し、

プロジェクタ系の完成を目指す。さらに完成後は、プロジェクタ系とセンシング系を統合し、

目標のシステムを具現化する。 

 

 

3. 日本側研究チームの実施概要 

まず、前年度までに開発した要素技術のシステムインテグレーションをドイツチームと協

力して進めた。具体的には、アセンブリのシミュレーションを実施して、開発部品の最終確

認を行った。また、冷却シミュレーションを実施して、筐体内の温度が想定に収まっている

ことを確認した。さらにアセンブリを進めてシステムインテグレーションが終わる予定だっ

たが、コロナ禍の影響により完了しなかった。残りの作業は次年度に実施予定である。 

次に、アプリケーション強化に向けて、高速 3 次元センシングに基づく 3 次元トラッキン

グ技術を開発した。スループット 500fps、レイテンシ 2.8ms を達成可能であることを確認

している。従来の投影応用では、対象にマーカをつける必要があったため、応用範囲が大き

く制限される問題があった。本技術によって、同問題を解決することができると期待できる。 

次に、前年度までに試験的に開発した高速赤外プロジェクタ、既存の RGB プロジェクタ、

高速 RGB カメラ、高速赤外カメラを連携させるシステムを予備的に試作した。これによっ

て、赤外域で高速に画像センシングを実施しながら、同センシング結果を用いて、可視光の

RGB 投影を制御することができる。このような独自の機能により、実世界の見かけを従来よ

りも高い自由度かつ高精度に操作することができる。 

同試作機を用いて、対象までの奥行きを可視化する応用や、写真を編集するように現実の

シーンの色を操作する応用の開発に着手した。後者の応用は前年度にも実施したが、対象ま

での奥行きを取得していなかったため、適用できる範囲が限られていた。そこで、高速 3 次

元センシングの奥行きを用いた新たな色操作手法を設計した。さらに、高速 RGB-IR 投影シ

ステムの試作機を用いて予備検証を行った。  

 

 

 


